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Samtec 224Gbps PAM4テスト対応ケーブルアセンブリーを発売 
[image: ]2026年4月14日 [インディアナ州ニューアルバニー] — コネクター業界のサービスリーダーであるSamtec, Inc.は、BE71A Bulls Eye® 位相・振幅安定性テストアセンブリーの発売を発表しました。この新製品は、224Gbps PAM4 SerDesのテストに対応し、71GHzまでの使用に最適化されており、定評のあるBulls Eyeテストアセンブリーの省スペースな圧縮実装設計と、Samtecの特徴的なオレンジ色のNitrowave™高性能マイクロ波ケーブルを組み合わせています。
位相安定性が重要な理由
周波数が高くなるにつれて、ケーブルアセンブリー間の位相整合がより重要になってきます。これは、性能評価や測定における不具合の検出において、正確な信号タイミングが極めて重要であるからです。BE71Aテストアセンブリーの位相整合は、業界トップクラスの0.5ピコ秒です。これは、信号完全性、伝送信頼性、およびエラー低減にとって重要です。BE71Aテストアセンブリーに採用されている71GHz Nitrowaveケーブルは、試験治具やケーブルの微調整の際にも位相安定性を維持できるよう、特別に設計されています。
テスト用に設計
スペース、コスト、および柔軟な用途への対応を最適化したSamtec BE71Aテストアセンブリーは、計装接続には標準の1.85mmを採用しており、224Gbps PAM4テストでしばしば必要とされる1.00mmテスト機器へのアップグレードが不要です。
SamtecのBE71A Bulls Eye位相・振幅テストアセンブリーは、2列構成となっており、50オームのインピーダンスのマイクロストリップ／コプレーナ導波路またはストリップラインのPCB伝送に対応しています。この製品は基板へコンプレッションマウントされ、高速デジタルテスト、SerDes特性評価、およびATE（自動試験装置）に使用されます。また、高密度マルチポートパネルやI/O接続にも適しています。
既にBE71Aテストアセンブリーを使用しているSamtecのお客様の中には、ビット誤り率テスター（BERT）などの224Gbpsテスト機器のフロントパネルに直接組み込んでいるケースもあります。BE71Aテストアセンブリーは、従来の枠組みにとらわれない設計により、テストおよび計測アプリケーションにおいて、評価ボードの小型化とトレース長の短縮を実現します。このアセンブリは、特性評価対象のSerDesの隣に配置するため基板へコンプレッションマウントされるため、トレース長が短縮され、それに伴う損失が低減されます。
現在利用可能な構成
BE71Aテストアセンブリーは、1列あたり4ポジションまたは8ポジションで構成可能です。動作温度範囲は-65 °C～+125 °Cです。詳細については、以下をご覧ください：Samtec.com/BullsEye.
Bulls Eyeファミリー
Samtecは2011年、20GHz接続向けの初のBulls Eyeテストポイントシステムを発売しました。それ以来、この製品群は急速に拡大し、40GHz、50GHz、70GHz、71GHz、90GHz、そして130GHz（448Gbpsテスト用）に対応する製品を含みます。
 
Samtec, Inc. について
1976年に設立されたSamtecは、ハイスピード ボード・ツー・ボード、ハイスピード ケーブル、ミッドボードおよびパネルオプティクス、高精度RF、フレキシブルスタッキング、マイクロ／ラギッド コンポーネントおよびケーブルなど、電子機器のインターコネクト（相互接続）ソリューションの広範な製品ラインを提供する、株式非公開、売上高10億ドル規模の世界的メーカーです。Samtec技術センターは、ベアダイから100メートル離れたインターフェースまで、またその間の相互接続のあらゆるポイントの、システム性能およびコスト共に最適化する技術、戦略、製品の開発・進化に専念しています。世界で40以上の拠点を持ち、125カ国以上で製品が販売されているSamtecは、グローバルなプレゼンスで、比類のない顧客サービスを提供しています。詳細はhttp://www.samtec.comをご覧ください。
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